
(57)【要約】

【課題】低発熱で低インダクタンス特性を維持しつつ、

耐熱衝撃性、耐湿性に優れ、なおかつ生産性の高い車載

用に適したフィルムコンデンサおよびその製造方法を提

供する。

【解決手段】フィルムコンデンサ素子１と、このフィル

ムコンデンサ素子１の電極部２に接続された金属端子と

してのバスバー３と、それらを収納するケース８とを有

し、前記フィルムコンデンサ素子１とバスバー３とが複

数層のエポキシ樹脂組成物６，７によってケース８内で

封止されたものであって、前記複数層のエポキシ樹脂組

成物６，７は層状に配置され、最も上層に配置されたエ

ポキシ樹脂組成物７の線膨張係数を最も小さくなるよう

にしたことから、熱衝撃時に樹脂クラックを防止でき、

なおかつ耐湿性に優れた信頼性の高いフィルムコンデン

サが得られる。

【選択図】図１

JP 2006-147687 A 2006.6.8



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 と 、 こ の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 の 電 極 部 に 接 続 さ れ た 金 属 端 子
と 、 そ れ ら を 収 納 す る ケ ー ス と を 有 し 、 前 記 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 と 金 属 端 子 と が 複 数
層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 に よ っ て ケ ー ス 内 で 封 止 さ れ た も の で あ っ て 、 前 記 複 数 層 の エ ポ
キ シ 樹 脂 組 成 物 は 層 状 に 配 置 さ れ 、 最 も 上 層 に 配 置 さ れ た エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 線 膨 張 係
数 が 最 も 小 さ く な る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 。
【 請 求 項 ２ 】
フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 と 、 こ の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 の 電 極 部 に 接 続 さ れ た 金 属 端 子
と 、 そ れ ら を 収 納 す る ケ ー ス と を 有 し 、 前 記 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 と 金 属 端 子 と が 複 数
層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 に よ っ て ケ ー ス 内 で 封 止 さ れ た も の で あ っ て 、 前 記 複 数 層 の エ ポ
キ シ 樹 脂 組 成 物 は 層 状 に 配 置 さ れ 、 最 も 上 層 に 配 置 さ れ た エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 無 機 充 填
剤 の 配 合 量 を 最 も 多 く な る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 。
【 請 求 項 ３ 】
フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 と 、 こ の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 の 電 極 部 に 接 続 さ れ た 金 属 端 子
と 、 そ れ ら を 収 納 す る ケ ー ス と を 有 し 、 前 記 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 と 金 属 端 子 と が 複 数
層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 に よ っ て ケ ー ス 内 で 封 止 さ れ た も の で あ っ て 、 前 記 複 数 層 の エ ポ
キ シ 樹 脂 組 成 物 は 層 状 に 配 置 さ れ 、 最 も 上 層 に 配 置 さ れ た エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 熱 伝 導 度
を 最 も 大 き く な る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 。
【 請 求 項 ４ 】
最 も 上 層 に 配 置 さ れ た エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 線 膨 張 係 数 は １ ０ ～ ３ ０ ｐ ｐ ｍ ／ Ｋ で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 。
【 請 求 項 ５ 】
最 も 上 層 に 配 置 さ れ た エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 に は 無 機 充 填 剤 が ６ ３ ～ ８ ０ 重 量 ％ 配 合 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 。
【 請 求 項 ６ 】
最 も 上 層 に 配 置 さ れ た エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 熱 伝 導 度 を ０ ． ５ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ 以 上 に な る よ う
に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 。
【 請 求 項 ７ 】
フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 を 直 接 被 覆 す る エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 線 膨 張 係 数 は ３ ０ ｐ ｐ ｍ ／
Ｋ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 。
【 請 求 項 ８ 】
フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 を 直 接 被 覆 す る エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 に は 無 機 充 填 剤 が ６ ３ 重 量 ％
以 下 配 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 。
【 請 求 項 ９ 】
最 上 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 層 の 厚 み は 、 １ ～ ５ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の
い ず れ か 一 つ に 記 載 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 の 形 状 が 扁 平 形 状 で あ り 、 前 記 扁 平 形 状 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素
子 の 横 幅 は 厚 み の ３ 倍 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載
の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 。
【 請 求 項 １ １ 】
金 属 端 子 は 、 銅 製 の プ レ ー ト 状 の も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か
一 つ に 記 載 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
金 属 端 子 は エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 に よ る 樹 脂 内 か ら 外 部 の 取 り 付 け 部 へ 向 か っ て 立 ち 上 が っ
て お り 、 前 記 エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 内 の 金 属 端 子 の 一 部 は ケ ー ス の 底 面 と 平 行 に フ ィ ル ム コ
ン デ ン サ 素 子 よ り も 開 口 面 に 近 い 位 置 で 平 面 状 に フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 を 覆 う よ う に 配
置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の フ ィ ル ム コ ン デ ン
サ 。
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【 請 求 項 １ ３ 】
エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 内 で 平 面 状 に フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 を 覆 う よ う に 開 口 面 側 に 配 置 さ
れ て い る 金 属 端 子 の 一 部 は 、 ケ ー ス の 開 口 面 の 面 積 の ５ ０ ％ 以 上 の 面 積 を 有 し 、 な お か つ
数 箇 所 に 穴 が 開 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
最 上 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 は 、 ケ ー ス の 底 面 と 平 行 に 配 置 さ れ た 平 面 状 の 金 属 端 子 の 一
部 よ り も 上 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の フ
ィ ル ム コ ン デ ン サ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
最 上 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 に は 、 前 記 エ ポ キ シ 樹 脂 よ り も 弾 性 率 が 小 さ い 撓 み 性 付 与 剤
が 分 散 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の フ ィ ル ム コ ン
デ ン サ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
車 載 用 の イ ン バ ー タ シ ス テ ム に 用 い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ ５ の い ず れ か に 記
載 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 の 電 極 部 に 金 属 端 子 を 接 続 す る 工 程 と 、 金 属 端 子 が 接 続 さ れ た 前
記 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 を ケ ー ス に 収 納 す る 工 程 と 、 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 を 注 入
す る 工 程 と 、 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 が 注 入 さ れ た も の を 一 定 時 間 加 熱 硬 化 さ せ る 工 程
と 、 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 よ り も 線 膨 張 係 数 の 小 さ い 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 を 第
１ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 上 に 注 入 す る 工 程 と 、 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 が 注 入 さ れ た
も の を 一 定 時 間 加 熱 硬 化 さ せ る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 製
造 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 液 体 粘 度 は 、 ６ ０ ℃ で ３ ０ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ 以 下 の も の を 使 用
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 に は 、 硬 化 後 の 線 膨 張 係 数 が １ ０ ～ ３ ０ ｐ ｐ ｍ に な る も の を 用
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 に は 、 無 機 充 填 剤 が ６ ３ ～ ８ ０ 重 量 ％ 配 合 さ れ て い る も の を 用
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 子 機 器 、 電 気 機 器 、 産 業 機 器 や 自 動 車 に 用 い ら れ る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ お
よ び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。 特 に 、 ハ イ ブ リ ッ ド 自 動 車 等 の モ ー タ 駆 動 用 イ ン バ ー タ 回 路
の 平 滑 用 、 フ ィ ル タ 用 、 ス ナ バ 用 に 用 い る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 メ タ ラ イ ズ ド フ ィ ル ム コ ン デ ン サ は 、 周 囲 の 湿 気 の 浸 入 を 防 ぐ た め に ケ ー ス 内 に コ ン デ
ン サ 素 子 を 収 納 し 、 各 種 ポ ッ テ ィ ン グ 樹 脂 で 注 型 外 装 し て 使 用 す る の が 一 般 的 で あ る 。 ポ
ッ テ ィ ン グ 樹 脂 お よ び ケ ー ス の 役 割 は 、 収 納 す る コ ン デ ン サ 素 子 や 構 成 部 品 の 保 持 、 絶 縁
、 特 性 劣 化 防 止 で あ る 。 従 っ て 、 機 械 的 強 度 、 低 吸 水 性 、 耐 熱 特 性 、 耐 熱 衝 撃 性 、 電 気 的
特 性 （ 絶 縁 性 ） な ど に 優 れ た 材 料 を 選 定 す る 必 要 が あ る 。 ポ ッ テ ィ ン グ 樹 脂 と し て は 、 エ
ポ キ シ 樹 脂 、 ウ レ タ ン 樹 脂 な ど が 多 く 使 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 、 ハ イ ブ リ ッ ド 自 動 車 の モ ー タ 駆 動 用 の イ ン バ ー タ シ ス テ ム に 、 ア ル ミ 電 解 コ ン デ
ン サ よ り も 、 高 耐 圧 ・ 低 損 失 ・ 温 度 特 性 が 優 れ た フ ィ ル ム コ ン デ ン サ が 用 い ら れ る よ う に
な っ て き た 。 車 載 用 の コ ン デ ン サ は 、 寒 冷 地 や 高 温 高 湿 地 で も 使 用 さ れ る こ と か ら 、 民 生
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用 の 電 気 機 器 用 よ り も 、 高 温 に お け る 耐 湿 性 や 広 い 温 度 範 囲 に お け る 耐 熱 衝 撃 性 が 求 め ら
れ る 。 ま た 、 高 い リ プ ル 電 流 を 流 し て も 発 熱 が 小 さ く な る 構 造 や 、 サ ー ジ 電 圧 発 生 を 抑 制
す る た め に 低 イ ン ダ ク タ ン ス 特 性 を 有 す る 構 造 が 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 通 常 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 構 造 は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 ２ １ の
電 極 ２ ２ に 接 続 さ れ た 金 属 端 子 ２ ３ を ポ ッ テ ィ ン グ 樹 脂 ２ ４ か ら 突 出 さ せ た も の が 多 い 。
こ の 場 合 に 、 低 温 （ 例 え ば － ５ ０ ～ － ４ ０ ℃ ） と 高 温 （ 例 え ば ９ ０ ～ １ ２ ０ ℃ ） の 熱 衝 撃
を 与 え る と ポ ッ テ ィ ン グ 樹 脂 ２ ４ と 金 属 端 子 ２ ３ と の 熱 膨 張 係 数 の 違 い か ら 熱 応 力 が 発 生
し 、 そ の 応 力 に 耐 え 切 れ ず に ポ ッ テ ィ ン グ 樹 脂 ２ ４ に ク ラ ッ ク が 入 る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 、 外 装 樹 脂 材 料 を 工 夫 し 、 ク ラ ッ ク を 防 止 す る 構 成 に
す る 提 案 が こ れ ま で に 幾 つ か な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ま た は 特 許 文 献 ２ の よ う に 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 の 外 装 材 料 と
し て 、 ２ 層 以 上 の 樹 脂 を 用 い る こ と に よ り 、 耐 環 境 性 、 機 械 的 強 度 、 防 爆 性 を 向 上 さ せ る
提 案 が こ れ ま で に 幾 つ か な さ れ て い る 。 こ れ ら の 発 明 で は 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 を 直
接 覆 う 第 １ 層 目 の 樹 脂 に は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 よ り も 硬 度 や 弾 性 率 の 小 さ い ウ レ タ ン 樹 脂 を 用
い 、 ケ ー ス の 開 口 面 側 の 第 ２ 層 目 に は エ ポ キ シ 樹 脂 を 用 い て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ は 、 直 接 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 発 明 に 関 す る も の で は な い が
、 導 電 体 や 電 気 装 置 と そ れ ら を 直 接 被 覆 す る 熱 硬 化 性 樹 脂 の 硬 化 物 と の 線 膨 張 係 数 の 差 が
１ ５ ｐ ｐ ｍ ／ Ｋ 以 下 と な る よ う に 無 機 充 填 剤 を ４ ０ ～ ９ ５ 容 量 ％ 配 合 す る こ と で 、 熱 衝 撃
性 を 向 上 さ せ る 提 案 も さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ５ － １ ８ ０ ２ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 ５ ６ － １ ０ １ ７ ３ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 昭 ５ ４ － ６ ３ ３ ０ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 例 の 構 成 で は 、 以 下 に 示 す よ う な 幾 つ か の 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 従 来 に 提 案 さ れ て い る 特 許 文 献 １ や 特 許 文 献 ２ の よ う な フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 の 周 り
に ウ レ タ ン 樹 脂 を 配 置 し 、 そ の 上 層 に エ ポ キ シ 樹 脂 を 配 置 す る 構 成 で は 、 － ４ ０ ℃ に 放 置
し た だ け で 表 面 の エ ポ キ シ 樹 脂 層 に ク ラ ッ ク が 入 っ て し ま う も の も あ り 、 大 き な 課 題 で あ
っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 車 載 用 途 に お い て は 、 低 発 熱 特 性 や サ ー ジ 電 圧 を 大 き く し な い た め に 低 イ ン ダ ク タ ン ス
特 性 が 求 め ら れ る 。 こ の よ う な 要 求 を 満 た す た め に は 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 に 接 続 す
る バ ス バ ー 電 極 端 子 を 広 幅 化 （ 断 面 積 を 大 き く す る ） す る と 、 低 抵 抗 化 、 低 イ ン ダ ク タ ン
ス 化 を 図 る こ と が で き る た め 有 効 で あ る 。 し か し 、 こ れ ま で の 検 討 か ら 、 特 許 文 献 １ や 特
許 文 献 ２ の 構 成 で は 、 樹 脂 に 埋 設 す る バ ス バ ー 電 極 を 広 幅 化 し た 場 合 に 外 装 樹 脂 に ク ラ ッ
ク が 特 に 入 り 易 く な る こ と が わ か っ た 。 特 に 、 － ４ ０ ～ １ ０ ０ ℃ に お け る 熱 衝 撃 試 験 に お
い て は 、 評 価 し た 全 数 に ク ラ ッ ク が 発 生 し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 柔 ら か い ウ レ タ ン 樹 脂 で フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 を 覆 う と 、 例 え ば 素 子 サ イ ズ
を 大 型 化 し て 膨 張 収 縮 量 が 大 き く な っ た 時 に フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 の 動 き に 拘 束 を 与 え
る こ と が で き ず 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 の 電 極 部 に 繰 り 返 し 応 力 が 発 生 し 、 ｔ ａ ｎ δ が
大 き く な り や す い と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 ウ レ タ ン で フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 を 覆 う と 、 吸 湿 し 易 く 耐 湿 性 に も 課 題 が あ
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っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ３ の よ う に 、 硬 化 物 の 線 膨 張 係 数 が 小 さ く な る よ う に 無 機 充 填 剤 の 量 を
増 や し て い く と 、 樹 脂 注 入 時 （ ６ ０ ℃ ） の 液 体 粘 度 が ５ ０ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ と
高 く な っ て し ま う 。 そ の よ う な 樹 脂 を 大 量 に 注 入 す る と 、 樹 脂 内 に ボ イ ド が 発 生 し 易 く な
っ た り 、 注 入 時 間 が 長 く な る と い っ た 作 業 性 お よ び 生 産 性 に 大 き な 課 題 が 生 じ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 特 許 文 献 ３ の 技 術 を 適 用 し た 場 合 、 金 属 端 子 材 料 と の 線 膨 張 係 数 の 差 を 小 さ く す る
こ と に よ り 熱 衝 撃 時 の 樹 脂 の ク ラ ッ ク は 防 止 で き て も 、 一 桁 程 度 線 膨 張 係 数 の 大 き い フ ィ
ル ム コ ン デ ン サ 素 子 の 熱 膨 張 係 数 と の 差 が 逆 に 大 き く な っ て し ま い 、 長 期 熱 衝 撃 耐 久 性 に
お い て コ ン デ ン サ 特 性 が 劣 化 し 易 い こ と が わ か っ た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 従 来 の 技 術 の 課 題 を 解 決 し て 、 低 発 熱 で 低 イ ン ダ ク タ ン ス 特 性 を 維 持 し つ
つ 、 耐 熱 衝 撃 性 、 耐 湿 性 に 優 れ 、 な お か つ 生 産 性 の 高 い 車 載 用 に 適 し た フ ィ ル ム コ ン デ ン
サ お よ び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ は 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子
と 、 こ の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 の 電 極 部 に 接 続 さ れ た 金 属 端 子 と 、 そ れ ら を 収 納 す る ケ
ー ス と を 有 し 、 前 記 コ ン デ ン サ 素 子 と 金 属 端 子 と が 複 数 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 に よ っ て
ケ ー ス 内 で 封 止 さ れ た も の で あ っ て 、 前 記 複 数 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 は 層 状 に 配 置 さ れ
、 最 も 上 層 に 配 置 さ れ た エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 線 膨 張 係 数 が 最 も 小 さ く な る よ う に し た こ
と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ は 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 と 、 こ の フ ィ ル ム コ ン
デ ン サ 素 子 の 電 極 部 に 接 続 さ れ た 金 属 端 子 と 、 そ れ ら を 収 納 す る ケ ー ス と を 有 し 、 前 記 フ
ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 と 金 属 端 子 と が 複 数 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 に よ っ て ケ ー ス 内 で 封
止 さ れ た も の で あ っ て 、 前 記 複 数 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 は 層 状 に 配 置 さ れ 、 最 も 上 層 に
配 置 さ れ た エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 無 機 充 填 剤 の 配 合 量 を 最 も 多 く な る よ う に し た こ と を 特
徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ は 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 と 、 こ の フ ィ ル ム コ ン
デ ン サ 素 子 の 電 極 部 に 接 続 さ れ た 金 属 端 子 と 、 そ れ ら を 収 納 す る ケ ー ス と を 有 し 、 前 記 フ
ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 と 金 属 端 子 と が 複 数 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 に よ っ て ケ ー ス 内 で 封
止 さ れ た も の で あ っ て 、 前 記 複 数 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 は 層 状 に 配 置 さ れ 、 最 も 上 層 に
配 置 さ れ た エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 熱 伝 導 度 を 最 も 大 き く な る よ う に し た こ と を 特 徴 と し て
い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 は 、 フ ィ ル ム コ
ン デ ン サ 素 子 の 電 極 に 金 属 端 子 を 接 続 す る 工 程 と 、 金 属 端 子 が 接 続 さ れ た 前 記 フ ィ ル ム コ
ン デ ン サ 素 子 を ケ ー ス に 収 納 す る 工 程 と 、 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 を 注 入 す る 工 程 と 、
第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 が 注 入 さ れ た も の を 一 定 時 間 加 熱 硬 化 さ せ る 工 程 と 、 第 １ の エ
ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 よ り も 線 膨 張 係 数 の 小 さ い 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 を 第 １ の エ ポ キ シ
樹 脂 組 成 物 の 上 に 注 入 す る 工 程 と 、 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 が 注 入 さ れ た も の を 一 定 時
間 加 熱 硬 化 さ せ る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 こ れ ら の 構 成 に よ り 、 熱 衝 撃 に お け る ク ラ ッ ク を 防 止 で き 、 耐 湿 性 に 優 れ 、 な お か
つ 作 業 性 の 良 い 車 載 用 に 適 し た フ ィ ル ム コ ン デ ン サ お よ び そ の 製 造 方 法 を 提 供 で き る と い
う 作 用 を 達 成 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 と 、 こ の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 の 電 極 部 に
接 続 さ れ た 金 属 端 子 と 、 そ れ ら を 収 納 す る ケ ー ス と を 有 し 、 前 記 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子
と 金 属 端 子 と が 複 数 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 に よ っ て ケ ー ス 内 で 封 止 さ れ た も の で あ っ て
、 前 記 複 数 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 は 層 状 に 配 置 さ れ 、 最 も 上 層 に 配 置 さ れ た エ ポ キ シ 樹
脂 組 成 物 の 線 膨 張 係 数 が 最 も 小 さ く な る よ う に し た こ と か ら 、 熱 衝 撃 時 に 樹 脂 ク ラ ッ ク を
防 止 で き 、 な お か つ 耐 湿 性 に 優 れ た 信 頼 性 の 高 い フ ィ ル ム コ ン デ ン サ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 と 、 こ の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 の 電
極 部 に 接 続 さ れ た 金 属 端 子 と 、 そ れ ら を 収 納 す る ケ ー ス と を 有 し 、 前 記 フ ィ ル ム コ ン デ ン
サ 素 子 と 金 属 端 子 と が 複 数 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 に よ っ て ケ ー ス 内 で 封 止 さ れ た も の で
あ っ て 、 前 記 複 数 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 は 層 状 に 配 置 さ れ 、 最 も 上 層 に 配 置 さ れ た エ ポ
キ シ 樹 脂 組 成 物 の 無 機 充 填 剤 の 配 合 量 を 最 も 多 く な る よ う に し た こ と か ら 、 熱 衝 撃 時 に 樹
脂 ク ラ ッ ク を 防 止 で き 、 な お か つ 耐 湿 性 に 優 れ た 信 頼 性 の 高 い フ ィ ル ム コ ン デ ン サ が 得 ら
れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 と 、 こ の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 の 電
極 部 に 接 続 さ れ た 金 属 端 子 と 、 そ れ ら を 収 納 す る ケ ー ス と を 有 し 、 前 記 フ ィ ル ム コ ン デ ン
サ 素 子 と 金 属 端 子 と が 複 数 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 に よ っ て ケ ー ス 内 で 封 止 さ れ た も の で
あ っ て 、 前 記 複 数 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 は 層 状 に 配 置 さ れ 、 最 も 上 層 に 配 置 さ れ た エ ポ
キ シ 樹 脂 組 成 物 の 熱 伝 導 度 を 最 も 大 き く な る よ う に し た こ と か ら 、 熱 衝 撃 時 に 樹 脂 ク ラ ッ
ク を 防 止 で き 、 耐 湿 性 に 優 れ 、 な お か つ 低 発 熱 特 性 を 示 す 信 頼 性 の 高 い フ ィ ル ム コ ン デ ン
サ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 の 電 極 に 金
属 端 子 を 接 続 す る 工 程 と 、 金 属 端 子 が 接 続 さ れ た 前 記 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 を ケ ー ス に
収 納 す る 工 程 と 、 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 を 注 入 す る 工 程 と 、 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成
物 が 注 入 さ れ た も の を 一 定 時 間 加 熱 硬 化 さ せ る 工 程 と 、 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 よ り も
線 膨 張 係 数 の 小 さ い 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 を 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 上 に 注 入 す
る 工 程 と 、 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 が 注 入 さ れ た も の を 一 定 時 間 加 熱 硬 化 さ せ る 工 程 と
を 有 す る こ と か ら 、 生 産 性 に 優 れ る と い う 効 果 を 有 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 し た 本 発 明 の 目 的 は 、 各 請 求 項 に 記 載 し た 構 成 を 実 施 の 形 態 と す る こ と に よ り 達 成
で き る の で 、 以 下 に は 各 請 求 項 の 構 成 に そ の 構 成 に よ る 作 用 効 果 を 併 記 し 併 せ て 請 求 項 記
載 の 構 成 の う ち 説 明 を 必 要 と す る 特 定 用 語 に つ い て は 詳 細 な 説 明 を 加 え て 、 本 発 明 に お け
る 実 施 の 最 良 の 形 態 の 説 明 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ に お い て は 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 と 、 こ の フ ィ ル ム コ
ン デ ン サ 素 子 の 電 極 部 に 接 続 さ れ た 金 属 端 子 と 、 そ れ ら を 収 納 す る ケ ー ス と を 有 し 、 前 記
フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 と 金 属 端 子 と が 複 数 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 に よ っ て ケ ー ス 内 で
封 止 さ れ た も の で あ っ て 、 前 記 複 数 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 は 層 状 に 配 置 さ れ 、 最 も 上 層
に 配 置 さ れ た エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 線 膨 張 係 数 が 最 も 小 さ く な る よ う に し た こ と を 特 徴 と
し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 ク ラ ッ ク の 起 点 と な る 最 も 上 層 に 配 置 さ れ た エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 と 金 属 端
子 と の 熱 膨 張 係 数 の 差 を 小 さ く す る 作 用 に よ り 、 熱 衝 撃 時 に 樹 脂 ク ラ ッ ク の 発 生 を 防 止 で
き 、 な お か つ 耐 湿 性 に 優 れ た 信 頼 性 の 高 い フ ィ ル ム コ ン デ ン サ が 得 ら れ る 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ に お い て は 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 と 、 こ の フ ィ ル ム コ
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ン デ ン サ 素 子 の 電 極 部 に 接 続 さ れ た 金 属 端 子 と 、 そ れ ら を 収 納 す る ケ ー ス と を 有 し 、 前 記
フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 と 金 属 端 子 と が 複 数 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 に よ っ て ケ ー ス 内 で
封 止 さ れ た も の で あ っ て 、 前 記 複 数 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 は 層 状 に 配 置 さ れ 、 最 も 上 層
に 配 置 さ れ た エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 無 機 充 填 剤 の 配 合 量 を 最 も 多 く な る よ う に し た こ と を
特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 ク ラ ッ ク の 起 点 と な る 最 も 上 層 に 配 置 さ れ た エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 と 金 属 端
子 と の 熱 膨 張 係 数 の 差 を 小 さ く す る 作 用 に よ り 、 熱 衝 撃 時 に 樹 脂 ク ラ ッ ク の 発 生 を 防 止 で
き 、 な お か つ 耐 湿 性 に 優 れ た 信 頼 性 の 高 い フ ィ ル ム コ ン デ ン サ が 得 ら れ る 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ に お い て は 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 と 、 こ の フ ィ ル ム コ
ン デ ン サ 素 子 の 電 極 部 に 接 続 さ れ た 金 属 端 子 と 、 そ れ ら を 収 納 す る ケ ー ス と を 有 し 、 前 記
フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 と 金 属 端 子 と が 複 数 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 に よ っ て ケ ー ス 内 で
封 止 さ れ た も の で あ っ て 、 前 記 複 数 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 は 層 状 に 配 置 さ れ 、 最 も 上 層
に 配 置 さ れ た エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 熱 伝 導 度 を 最 も 大 き く な る よ う に し た こ と を 特 徴 と し
て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ れ に よ り 、 ク ラ ッ ク の 起 点 と な る 最 も 上 層 に 配 置 さ れ た エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 熱 拡 散
性 を 高 め る こ と が 可 能 と な り 、 局 所 的 な 熱 応 力 を 緩 和 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 熱 衝
撃 時 に 樹 脂 ク ラ ッ ク の 発 生 を 防 止 で き 、 耐 湿 性 、 低 発 熱 特 性 に 優 れ た 信 頼 性 の 高 い フ ィ ル
ム コ ン デ ン サ が 得 ら れ る 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ に お い て は 、 最 も 上 層 に 配 置 さ れ た エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の
線 膨 張 係 数 は １ ０ ～ ３ ０ ｐ ｐ ｍ ／ Ｋ で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 ク ラ ッ ク の 起 点 と な る 最 も 上 層 に 配 置 さ れ た エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 と 金 属 端
子 と の 熱 膨 張 係 数 の 差 を 小 さ く す る 作 用 に よ り 、 熱 衝 撃 時 に 樹 脂 ク ラ ッ ク の 発 生 を 防 止 で
き 、 な お か つ 耐 湿 性 に 優 れ た 信 頼 性 の 高 い フ ィ ル ム コ ン デ ン サ が 得 ら れ る 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ に お い て は 、 最 も 上 層 に 配 置 さ れ た エ ポ キ シ 樹 脂 組
成 物 に は 無 機 充 填 剤 が ６ ３ ～ ８ ０ 重 量 ％ 配 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 ク ラ ッ ク の 起 点 と な る 最 も 上 層 に 配 置 さ れ た エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 と 金 属 端
子 と の 熱 膨 張 係 数 の 差 を 小 さ く す る 作 用 に よ り 、 熱 衝 撃 時 に 樹 脂 ク ラ ッ ク の 発 生 を 防 止 で
き 、 な お か つ 耐 湿 性 に 優 れ た 信 頼 性 の 高 い フ ィ ル ム コ ン デ ン サ が 得 ら れ る 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ に お い て は 、 最 も 上 層 に 配 置 さ れ た エ ポ キ シ 樹 脂 組
成 物 の 熱 伝 導 度 を ０ ． ５ Ｗ ／ （ ｍ ・ Ｋ ） 以 上 に な る よ う に し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 ク ラ ッ ク の 起 点 と な る 最 も 上 層 に 配 置 さ れ た エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 熱 拡 散
性 を 高 め る こ と が 可 能 と な り 、 局 所 的 な 熱 応 力 を 緩 和 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 熱 衝
撃 時 に 樹 脂 ク ラ ッ ク の 発 生 を 防 止 で き 、 耐 湿 性 、 低 発 熱 特 性 に 優 れ た 信 頼 性 の 高 い フ ィ ル
ム コ ン デ ン サ が 得 ら れ る 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ に お い て は 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 を 直 接 被 覆 す
る エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 線 膨 張 係 数 は ３ ０ ｐ ｐ ｍ ／ Ｋ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 の 熱 膨 張 収 縮 と そ れ を 被 覆 す る エ ポ キ シ 樹 脂 組 成
物 の 熱 膨 張 収 縮 の マ ッ チ ン グ が 良 く な る た め 、 熱 衝 撃 時 に フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 に 与 え
る 応 力 ス ト レ ス が 小 さ く で き 、 信 頼 性 の 高 い フ ィ ル ム コ ン デ ン サ が 得 ら れ る 効 果 を 奏 す る
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。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ に お い て は 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 を 直 接 被 覆 す
る エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 に は 無 機 充 填 剤 が ６ ３ 重 量 ％ 以 下 配 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て
い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ れ に よ り 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 の 熱 膨 張 収 縮 と そ れ を 被 覆 す る エ ポ キ シ 樹 脂 組 成
物 の 熱 膨 張 収 縮 の マ ッ チ ン グ が 良 く な る た め 、 熱 衝 撃 時 に フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 に 与 え
る 応 力 ス ト レ ス が 小 さ く で き 、 信 頼 性 の 高 い フ ィ ル ム コ ン デ ン サ が 得 ら れ る 効 果 を 奏 す る
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ に お い て は 、 最 上 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 層 の 厚 み は 、 １
～ ５ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 ク ラ ッ ク の 起 点 と な る 最 上 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 層 と 金 属 端 子 と の 熱 膨 張 係 数
の 差 を 小 さ く す る 作 用 に よ り 、 熱 衝 撃 時 に 樹 脂 ク ラ ッ ク の 発 生 を 防 止 で き 、 な お か つ 耐 湿
性 に 優 れ た 信 頼 性 の 高 い フ ィ ル ム コ ン デ ン サ が 得 ら れ る 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ に お い て は 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 の 形 状 が 扁 平
形 状 で あ り 、 前 記 扁 平 形 状 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 の 横 幅 は 厚 み の ３ 倍 以 上 で あ る こ と
を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ を 小 型 ・ 薄 型 化 で き 、 な お か つ 熱 衝 撃 時 の コ ン デ ン サ
特 性 の 劣 化 を 防 止 で き る と い う 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ に お い て は 、 金 属 端 子 は 、 銅 製 の プ レ ー ト 状 の も の
で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 銅 の 線 膨 張 係 数 は 、 １ ７ ～ １ ９ ｐ ｐ ｍ ／ Ｋ で あ る た め 、 最 上 層 に 配 置 し た
エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 層 と の 線 膨 張 係 数 の 差 を 小 さ く で き る た め 、 熱 衝 撃 時 に 樹 脂 ク ラ ッ ク
を 防 止 で き 、 な お か つ 耐 湿 性 に 優 れ た 信 頼 性 の 高 い フ ィ ル ム コ ン デ ン サ が 得 ら れ る 効 果 を
奏 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ に お い て は 、 金 属 端 子 は エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 に よ る
樹 脂 内 か ら 外 部 の 取 り 付 け 部 へ 向 か っ て 立 ち 上 が っ て お り 、 エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 内 の 金 属
端 子 の 一 部 は ケ ー ス の 底 面 と 平 行 に フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 よ り も 開 口 面 に 近 い 位 置 で 平
面 状 に フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 を 覆 う よ う に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 を 覆 う よ う に 配 置 さ れ て い る 金 属 端 子 が 、 湿 気 が
直 接 素 子 に 浸 入 す る の を 防 ぐ 役 割 を 果 た す 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ に お い て は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 内 で 平 面 状 に フ ィ
ル ム コ ン デ ン サ 素 子 を 覆 う よ う に 開 口 面 側 に 配 置 さ れ て い る 金 属 端 子 の 一 部 は 、 ケ ー ス の
開 口 面 の 面 積 の ５ ０ ％ 以 上 の 面 積 を 有 し 、 な お か つ 数 箇 所 に 穴 が 開 け ら れ て い る こ と を 特
徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ れ に よ り 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 を 覆 う よ う に 配 置 さ れ て い る 金 属 端 子 が 、 湿 気 が
直 接 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 に 浸 入 す る の を 防 ぐ 役 割 を 果 た し 、 な お か つ 穴 を 開 け た こ と
に よ り フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 の 上 に 存 在 す る エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 強 度 が 高 ま る 効 果 を
奏 す る 。
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【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ に お い て は 、 最 上 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 は 、 ケ ー
ス の 底 面 と 平 行 に 配 置 さ れ た 平 面 状 の 金 属 端 子 の 一 部 よ り も 上 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特
徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 熱 衝 撃 時 の ク ラ ッ ク 発 生 を 防 止 で き 、 耐 湿 性 が 向 上 し 、 な お か つ 低 発 熱 な
フ ィ ル ム コ ン デ ン サ が 得 ら れ る 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ に お い て は 、 最 上 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 に は 、 前
記 エ ポ キ シ 樹 脂 よ り も 弾 性 率 が 小 さ い 撓 み 性 付 与 剤 が 分 散 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い
る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 最 上 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 中 の 撓 み 性 付 与 剤 が 応 力 を 吸 収 す る 作 用 を 有
し 、 熱 衝 撃 時 に 樹 脂 ク ラ ッ ク 発 生 を 防 止 で き 、 な お か つ 信 頼 性 に 優 れ た フ ィ ル ム コ ン デ ン
サ が 得 ら れ る 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ に お い て は 、 車 載 用 の イ ン バ ー タ シ ス テ ム に 用 い る
こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 車 載 用 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ に は 、 大 電 流 対 応 、 サ ー ジ 電 圧 を で き る だ け 小 さ く す る 端 子
構 造 、 熱 衝 撃 耐 久 性 、 高 温 高 湿 耐 久 性 が 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ は 、 広 幅 バ ス バ ー を 採 用 し 低 電 流 密 度 化 す る こ と に よ り 大
電 流 が 流 れ て も 低 発 熱 性 能 を 有 す る 。 さ ら に 、 バ ス バ ー の 放 熱 面 積 が 大 き い た め 大 電 流 用
途 に 適 す る と い う 効 果 を 奏 す る 。 ま た 、 広 幅 バ ス バ ー を 採 用 す る こ と に よ り 、 低 イ ン ダ ク
タ ン ス 構 造 と な り 、 サ ー ジ 電 圧 を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 さ ら に 、 広 幅 バ ス バ ー 採 用 で 熱 衝 撃 時 に エ ポ キ シ 樹 脂 に ク ラ ッ ク が 入 り や す く な る と い
う 課 題 に 対 し て 、 熱 衝 撃 に 強 い エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 を 最 上 層 に 用 い る こ と で 優 れ た 熱 衝 撃
耐 久 性 を 有 す る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ が 得 ら れ る 。 ま た 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 を 覆 う 広
幅 バ ス バ ー を 採 用 し 、 な お か つ 高 耐 湿 特 性 を 有 す る エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 を 最 上 層 に 用 い た
こ と に よ り 、 高 温 高 湿 の 耐 久 性 が 向 上 す る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ れ ら の 構 成 よ り 、 低 発 熱 特 性 、 低 イ ン ダ ク タ ン ス 特 性 、 耐 熱 衝 撃 性 、 耐 湿 性 に 優 れ た
イ ン バ ー タ シ ス テ ム を 搭 載 し た 高 性 能 な 車 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 に お い て は 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 の
電 極 に 金 属 端 子 を 接 続 す る 工 程 と 、 金 属 端 子 が 接 続 さ れ た 前 記 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 を
ケ ー ス に 収 納 す る 工 程 と 、 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 を 注 入 す る 工 程 と 、 第 １ の エ ポ キ シ
樹 脂 組 成 物 が 注 入 さ れ た も の を 一 定 時 間 加 熱 硬 化 さ せ る 工 程 と 、 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成
物 よ り も 線 膨 張 係 数 の 小 さ い 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 を 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 上
に 注 入 す る 工 程 と 、 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 が 注 入 さ れ た も の を 一 定 時 間 加 熱 硬 化 さ せ
る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 各 工 程 の 樹 脂 注 入 時 間 が 短 く で き る こ と か ら 、 生 産 性 に 優 れ る と い う 効 果
を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 に お い て は 、 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物
の 液 体 粘 度 は 、 ６ ０ ℃ で ３ ０ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ 以 下 の も の を 使 用 す る こ と を 特 徴 と し て い る
。
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【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 注 入 量 の 多 い 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 を 注 入 す る 時 間 が 短 く な り 、 生 産
性 に 優 れ る と い う 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 に お い て は 、 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物
に は 、 硬 化 後 の 線 膨 張 係 数 が １ ０ ～ ３ ０ ｐ ｐ ｍ ／ Ｋ に な る も の を 用 い た こ と を 特 徴 と し て
い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 ク ラ ッ ク の 起 点 と な り 易 い 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 層 と 金 属 端 子 と の 熱 膨 張 係
数 の 差 を 小 さ く す る 作 用 に よ り 、 熱 衝 撃 時 に 樹 脂 ク ラ ッ ク を 防 止 で き 、 な お か つ 耐 湿 性 に
優 れ た 信 頼 性 の 高 い フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 と な る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 に お い て は 、 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物
に は 、 無 機 充 填 剤 が ６ ３ ～ ８ ０ 重 量 ％ 配 合 さ れ て い る も の を 用 い た こ と を 特 徴 と し て い る
。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 ク ラ ッ ク の 起 点 と な り 易 い 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 層 と 金 属 端 子 と の 熱 膨 張 係
数 の 差 を 小 さ く す る 作 用 に よ り 、 熱 衝 撃 時 に 樹 脂 ク ラ ッ ク を 防 止 で き 、 な お か つ 耐 湿 性 に
優 れ た 信 頼 性 の 高 い フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 と な る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 （ 実 施 例 １ ）
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 １ に お け る 構 成 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 １ （ ａ ） （ ｂ ） は 本 実 施 例 １ で 説 明 す る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 断 面 図 で あ り 、 図 ２ と
図 ３ は 図 １ の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 と 端 子 の み の 斜 視 図 と 真 上 か ら 見 た 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 １ は 、 ３ μ ｍ の 厚 み の ポ リ プ ロ ピ レ ン フ ィ ル ム を 誘 電 体 と し た フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子
で あ る 。 こ の ポ リ プ ロ ピ レ ン フ ィ ル ム の 片 面 に は 、 ア ル ミ ニ ウ ム が 蒸 着 金 属 と し て 形 成 さ
れ て お り 、 そ の よ う な 蒸 着 電 極 付 フ ィ ル ム ２ 枚 を 巻 回 す る こ と に よ っ て 、 フ ィ ル ム コ ン デ
ン サ 素 子 １ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ に 用 い る 片 面 金 属 蒸 着 し た ２ 枚 の 金 属 化 ポ リ プ ロ ピ レ ン フ ィ
ル ム は 、 従 来 か ら 金 属 化 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ で 一 般 的 に 行 わ れ て い る よ う に 、 長 手 方 向 の
一 方 の 端 部 は 蒸 着 膜 が 形 成 さ れ て い な い 細 い マ ー ジ ン 部 が 設 け て あ る 。 そ の マ ー ジ ン 部 が
重 な ら な い 向 き に し た ２ 枚 の 金 属 化 フ ィ ル ム を 重 ね て 巻 回 し 、 そ の 巻 回 物 の 両 端 部 に 溶 射
金 属 に よ り 引 き 出 し 電 極 を 設 け る こ と に よ り フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ は 、 巻 取 機 で ４ ０ ｍ ｍ φ の 巻 芯 に 巻 回 し た 後 、 図 ４ に 示 し た
よ う な 巻 芯 を 抜 い て 得 ら れ た 円 筒 形 の 素 子 １ ０ を プ レ ス し て 作 製 し た も の で あ る 。 本 実 施
例 １ の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ に お い て 、 フ ィ ル ム 幅 は ７ ５ ｍ ｍ で あ り 、 メ タ リ コ ン に
よ る 電 極 部 ２ を 正 面 か ら 見 た 厚 み は ２ ０ ｍ ｍ で 、 横 幅 が ６ ５ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ２ は 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ の 端 部 に 亜 鉛 溶 射 に よ っ て 形 成 し た メ タ リ コ ン に よ る
電 極 部 で あ る 。 本 実 施 例 １ の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ 個 の 静 電 容 量 は １ ８ ０ μ Ｆ で あ る
。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ３ は 、 ２ 個 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ の 電 極 部 ２ に 半 田 付 け に よ っ て 接 続 し た 銅 製 の
金 属 端 子 と し て の バ ス バ ー で あ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ４ は バ ス バ ー ３ と 一 体 化 さ れ た 外 部 の 締 結 部 と 接 続 す る 端 子 部 で あ る 。 こ の バ ス バ ー ３
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は 、 折 り 曲 げ 加 工 に よ り フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ を 覆 う よ う な 構 造 と な っ て い る 。 半 田
付 け 後 の 本 実 施 例 １ の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 静 電 容 量 は ３ ６ ０ μ Ｆ で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ５ は 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ の 電 極 部 ２ に バ ス バ ー ３ を 接 続 す る た め に 付 け た 半 田
で あ る 。 使 用 し た 半 田 の 組 成 は 、 ９ ６ ． ５ Ｓ ｎ － ３ Ａ ｇ － ０ ． ５ Ｃ ｕ で あ る 鉛 フ リ ー 半 田
を 用 い た 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ６ は フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ お よ び バ ス バ ー ３ を 固 定 ・ 封 止 す る た め の 第 １ の エ ポ キ
シ 樹 脂 組 成 物 で あ る 。 こ の 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ６ の 線 膨 張 係 数 は ３ ７ ｐ ｐ ｍ ／ Ｋ で
あ り 、 無 機 充 填 剤 と し て シ リ カ が ５ ２ 重 量 ％ 配 合 さ れ 、 熱 伝 導 度 は ０ ． ３ Ｗ ／ （ ｍ ・ Ｋ ）
で あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ７ は 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ６ の 上 に 注 入 し た 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 で あ る 。 こ
の 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ の 線 膨 張 係 数 は ２ ５ ｐ ｐ ｍ ／ Ｋ で あ り 、 無 機 充 填 剤 と し て
シ リ カ が ６ ９ 重 量 ％ 配 合 さ れ 、 熱 伝 導 度 は ０ ． ７ ２ Ｗ ／ （ ｍ ・ Ｋ ） で あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま た 、 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ に は 、 撓 み 性 付 与 剤 と し て ２ 重 量 ％ シ リ コ ー ン ゴ ム
を 分 散 配 合 （ 図 示 せ ず ） し て あ る 。 本 実 施 例 １ の 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ の 厚 み は 、
３ ｍ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ８ は フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ お よ び バ ス バ ー ３ を 収 納 す る ポ リ フ ェ ニ レ ン サ ル フ ァ イ
ド 製 の ケ ー ス で あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ９ は バ ス バ ー ３ に 設 け た 穴 で あ る 。 こ の 穴 ９ を 設 け る こ と に よ っ て 、 樹 脂 注 入 時 の 流 れ
性 が 向 上 し 、 バ ス バ ー ３ 上 に 設 け ら れ た 樹 脂 層 の 強 度 が 強 く な り 割 れ に く く な る 。 本 発 明
で は 、 本 実 施 例 １ で 示 し た 穴 ９ の 形 状 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 様 々 な 穴 形 状 で 実 施 例
１ と 同 様 の 効 果 を 発 揮 で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ケ ー ス ８ の 底 面 と 平 行 に フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ を 覆 う よ う に 配 置 さ れ た バ ス バ ー ３
の 面 積 は 、 ケ ー ス ８ の 開 口 面 の 面 積 の ６ ０ ％ で あ っ た 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 次 に 、 図 ５ は 、 本 実 施 例 １ で 説 明 す る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 の フ ロ ー チ ャ ー ト
で あ る 。 図 ５ を 用 い て 、 本 実 施 例 １ の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ま ず 、 工 程 １ に お い て 、 扁 平 型 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ に バ ス バ ー ３ を 半 田 付 け す
る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 次 に 、 工 程 ２ に お い て 、 工 程 １ で 作 製 さ れ た バ ス バ ー ３ が 半 田 付 け さ れ た フ ィ ル ム コ ン
デ ン サ 素 子 １ を ケ ー ス ８ に 収 納 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 次 に 、 工 程 ３ に お い て 、 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ６ を バ ス バ ー ３ が 浸 る 高 さ ま で 真 空
注 入 す る 。 本 実 施 例 １ で は 、 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ６ の ６ ０ ℃ の 液 体 粘 度 が １ ５ ０ ０
ｍ Ｐ ａ ・ ｓ の も の を 用 い た 。 注 入 量 は 、 ３ ０ ０ ｇ で あ っ た 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 本 実 施 例 １ で は 、 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ６ と し て ６ ０ ℃ の 液 体 粘 度 が １ ５ ０ ０ ｍ Ｐ
ａ ・ ｓ の も の を 用 い た が 、 本 発 明 は こ の 粘 度 の 材 料 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 好 ま し く
は 、 ６ ０ ℃ の 粘 度 が ３ ０ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ 以 下 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 を 用 い る の が 良 い 。 ３
０ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ 以 上 に な る と 、 注 入 時 間 が 長 く な り 生 産 性 が 低 下 す る の で 好 ま し く な い
。
【 ０ ０ ８ ９ 】
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　 次 に 、 工 程 ４ に お い て 、 恒 温 槽 内 で 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ６ を ８ ０ ℃ ２ ｈ 、 １ ０ ０
℃ ２ ｈ 加 熱 硬 化 さ せ る 。 本 発 明 で は 、 本 実 施 例 １ の 硬 化 条 件 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ６ が ５ ０ ％ 以 上 硬 化 す る 硬 化 条 件 を 選 択 す る の が 好 適 で あ る 。
未 硬 化 部 分 が あ っ て も 、 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ を 硬 化 す る 際 に 硬 化 さ せ れ ば 問 題 な
い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 次 に 、 工 程 ５ に お い て 、 硬 化 し た 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ６ の 上 に 、 ３ ｍ ｍ の 厚 み と
な る よ う に 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ を 大 気 注 入 す る 。 注 入 量 は ９ ０ ｇ で あ っ た 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 次 に 、 工 程 ６ に お い て 、 恒 温 槽 内 で 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ を １ ０ ０ ℃ ４ ｈ で 加 熱
硬 化 さ せ る 。 そ の 後 、 電 気 特 性 検 査 を 行 い （ 工 程 図 示 せ ず ） 、 本 実 施 例 １ の フ ィ ル ム コ ン
デ ン サ を 完 成 さ せ る 。 本 実 施 例 １ の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 静 電 容 量 は ３ ６ ０ ． ２ μ Ｆ 、 ｔ
ａ ｎ δ （ １ ｋ Ｈ ｚ ） は ０ ． ２ ９ ％ で あ っ た （ ５ 台 の 平 均 初 期 値 ） 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 こ の よ う に 、 ２ 回 に 分 け て エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 を 加 熱 硬 化 さ せ る こ と に よ り 、 １ 回 で 加
熱 硬 化 さ せ た も の よ り も 完 成 品 に お け る 初 期 の 樹 脂 歪 が 減 少 す る 。 そ の た め 、 ２ 回 に 分 け
て エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 を 注 入 ・ 硬 化 さ せ た サ ン プ ル は 、 熱 衝 撃 時 の 熱 応 力 が 小 さ く な り 、
ク ラ ッ ク が 生 じ に く く な る と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 さ ら に 、 ２ 回 に 分 け て 注 入 ・ 硬 化 さ せ た も の は 樹 脂 表 面 の 外 観 不 良 が 発 生 し 難 く な る 。
外 観 不 良 と は 、 ひ け 、 気 泡 跡 、 半 田 フ ラ ッ ク ス の 浮 き 跡 等 が 発 生 し 、 表 面 の 美 観 が 悪 く な
っ た も の を 言 う 。 車 載 用 の コ ン デ ン サ 用 途 に お い て は 、 薄 型 で 静 電 容 量 の 大 き い も の が 多
く 、 ど う し て も ケ ー ス 開 口 面 の 面 積 が 大 き く な る 。 こ れ ま で の 検 討 で は 、 そ の よ う な 場 合
に １ 回 注 入 で は 、 外 観 不 良 が 生 じ 易 く な る こ と が わ か っ て い た 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ま た 、 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ６ と 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ の 界 面 の 接 着 力 は 同
じ エ ポ キ シ 系 樹 脂 の 接 着 で あ る た め 極 め て 強 い 。 そ の た め 、 従 来 例 の よ う に ウ レ タ ン と エ
ポ キ シ と の ２ 層 構 造 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ よ り も 樹 脂 ど う し の 界 面 の 強 度 が 強 く な っ て い
る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 実 施 例 １ で 用 い た 誘 電 体 フ ィ ル ム 、 蒸 着 金 属 の 種 類 、 バ ス バ ー の 材 質
、 ケ ー ス の 材 質 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 例 え ば 、 誘 電 体 フ ィ ル ム は ポ リ エ ス テ ル や ポ リ フ ェ ニ レ ン サ ル フ ァ イ ド な ど で も 良 い 。
蒸 着 金 属 は 亜 鉛 や ア ル ミ ニ ウ ム と 亜 鉛 の 合 金 な ど で も 良 い 。 フ ィ ル ム 厚 み も 本 実 施 例 １ の
厚 み に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 電 極 部 ２ は 、 実 施 例 １ で 用 い た 亜 鉛 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 錫 、 鉛 、 ニ ッ ケ ル 、 コ
バ ル ト な ど や そ れ ら の 合 金 で も 良 い 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 バ ス バ ー ３ は 、 銅 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 鉄 な ど で も 良 く 、 そ れ ら の 金 属 材 料 表 面 に 防 食 や 半
田 付 け 性 を 向 上 さ せ る た め に 、 錫 、 ニ ッ ケ ル な ど の 各 種 金 属 を 用 途 に 応 じ て メ ッ キ し た も
の で も 良 い 。 電 気 抵 抗 が 小 さ く 、 半 田 付 け 性 を 要 求 さ れ る 場 合 に は 、 錫 メ ッ キ し た 銅 が 好
適 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 １ に お い て は 、 バ ス バ ー ３ の 端 子 部 ４ が １ 組 の 場 合 を 示 し た が 、 本 発 明
は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 複 数 組 の バ ス バ ー 端 子 が 樹 脂 面 か ら 立 ち 上 が っ て い る
も の で も 良 い こ と は 言 う ま で も な い 。 複 数 組 の バ ス バ ー ３ が 立 ち 上 が っ た 場 合 、 熱 衝 撃 で
の ク ラ ッ ク の 起 点 と な る 箇 所 が 増 え る た め 、 本 発 明 で 示 し た 樹 脂 構 成 を 適 用 す る こ と は 有
用 で あ る 。
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【 ０ １ ０ ０ 】
　 ケ ー ス ８ は 、 ポ リ フ ェ ニ レ ン サ ル フ ァ イ ド に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 ポ リ ブ チ レ ン テ
レ フ タ レ ー ト 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト な ど の プ ラ ス チ ッ ク や 、 ア ル ミ ニ ウ ム な ど の 金 属 製 の も
の で も 良 い 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 本 発 明 に お い て 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ の 形 状 は 、 本 実 施 例 １ の 扁 平 形 状 に 限 定 さ
れ る も の で は な く 、 巻 回 式 の 円 筒 形 状 、 積 層 式 の 直 方 体 形 状 な ど で も 良 い 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 本 実 施 例 １ の よ う に 、 素 子 形 状 に つ い て は 、 好 ま し く は 小 型 ・ 薄 型 化 の た め に 扁 平 形 状
が 望 ま し い 。 特 に 、 電 極 部 面 か ら 見 た フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ の 横 幅 が 厚 み の ３ 倍 以 上
と な る よ う に 素 子 を 形 成 す れ ば 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ を 複 数 個 並 べ た 際 の デ ッ ド ス
ペ ー ス を 減 ら す こ と が 可 能 と な り 、 薄 型 化 も 図 れ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 扁 平 率 の 大 き い 素 子 形 状 の 熱 衝 撃 耐 久 性 を 検 討 し た 結 果 、 横 幅 方 向
の 長 さ が 長 く な る に つ れ て 熱 衝 撃 時 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ の 膨 張 収 縮 量 が 大 き く な
る た め 、 熱 衝 撃 試 験 時 に 周 囲 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 と の 相 互 作 用 に よ る 熱 応 力 の 影 響 が 大
き く な り 、 場 合 に よ っ て は ｔ ａ ｎ δ の 増 大 や 、 エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 表 面 に ク ラ ッ ク が 発 生
す る こ と が わ か っ た 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 こ の よ う な 課 題 に 対 し て 鋭 意 研 究 し た 結 果 、 実 施 例 １ の よ う に 本 発 明 で
開 示 し た エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 構 成 に し て お け ば 、 上 記 課 題 が 発 生 し な い こ と を 見 出 し た
。 よ っ て 、 本 発 明 の 樹 脂 構 成 は 、 大 型 扁 平 形 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 を 適 用 し 小 型 化 を
図 る 場 合 に 特 に 適 し て い る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 に お い て 、 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ６ は 、 実 施 例 １ の 材 料 に 限 定 さ れ る
も の で は な い 。 好 ま し く は 、 線 膨 張 係 数 が ３ ０ ｐ ｐ ｍ ／ Ｋ 以 上 で 、 無 機 充 填 剤 の 配 合 量 が
全 体 の 樹 脂 組 成 物 の ６ ３ 重 量 ％ 以 下 に な る も の が 良 い 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 な ぜ な ら ば 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ を 被 覆 す る 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ６ の 線 膨
張 係 数 が ３ ０ ｐ ｐ ｍ ／ Ｋ 以 下 に な る と 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ の 熱 膨 張 率 と ア ン マ ッ
チ ン グ が 起 こ り 、 熱 衝 撃 試 験 に お い て ｔ ａ ｎ δ が 大 き く な る か ら で あ る 。 ま た 、 無 機 充 填
剤 量 が ６ ３ ％ 以 上 に な る と 、 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ６ の 硬 度 が 高 く な り す ぎ て 、 同 様
に 熱 衝 撃 試 験 時 に フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ に 悪 影 響 を 与 え る の で 良 く な い 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 無 機 充 填 剤 の 量 が ６ ３ ％ 以 上 に な る と 、 硬 化 前 の 樹 脂 の 粘 度 が 著 し く 高 く な る
た め 、 大 き な ケ ー ス ８ に 注 入 す る 場 合 、 注 入 時 間 が 長 く な っ た り 、 大 気 注 入 す る 場 合 樹 脂
内 に 気 泡 が 生 じ 易 く な る 。 特 に 、 車 載 用 の コ ン デ ン サ に お い て は 、 大 き な 静 電 容 量 を 要 求
さ れ る こ と が 多 い た め 、 ケ ー ス サ イ ズ が 大 き く な る 。 そ の た め 、 樹 脂 注 入 時 の 作 業 性 や 完
成 品 の 外 観 は 重 要 で あ り 、 生 産 性 に 大 き な 影 響 を 与 え る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 に お い て 、 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ は 、 実 施 例 １ の 材 料 に 限 定 さ れ る
も の で は な い 。 好 ま し く は 、 下 層 に 存 在 す る 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ６ よ り も 、 線 膨 張
係 数 が 最 も 小 さ く 、 無 機 充 填 剤 量 が 最 も 多 く 、 熱 伝 導 度 が 最 も 高 い 材 料 を 用 い る の が 良 い
。 線 膨 張 係 数 の 値 と し て は １ ０ ～ ３ ０ ｐ ｐ ｍ ／ Ｋ の 範 囲 が 良 く 、 無 機 充 填 剤 の 配 合 量 は 、
６ ３ ～ ８ ０ 重 量 ％ が 良 い 。 ま た 、 熱 伝 導 度 は 、 ０ ． ５ Ｗ ／ （ ｍ ・ Ｋ ） 以 上 が 好 適 で あ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 上 記 数 値 を 有 す る 材 料 が 好 ま し い 理 由 は 、 銅 な ど の 金 属 バ ス バ ー ３ の 線 膨 張 係 数 は ２ ０
ｐ ｐ ｍ ／ Ｋ 前 後 で あ る た め 、 バ ス バ ー ３ の 材 料 と 線 膨 張 係 数 の 差 を 小 さ く す る こ と で 熱 衝
撃 試 験 時 に 熱 応 力 を 低 減 で き 、 ウ レ タ ン や シ リ コ ン 樹 脂 の よ う に 柔 ら か い 樹 脂 を 用 い な く
て も 、 ク ラ ッ ク を 防 止 す る こ と が で き る 。 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ の 線 膨 張 係 数 を 金
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属 の 値 に 近 づ け る に は 、 シ リ カ の よ う な 無 機 充 填 剤 を ６ ３ ～ ８ ０ 重 量 ％ 配 合 す る 必 要 が あ
る 。 ８ ０ ％ 以 上 配 合 す る と 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ の 強 度 が 脆 く な り 好 ま し く な い 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 ま た 、 実 施 例 １ の よ う に 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ の 熱 伝 導 度 を 最 も 高 く し て お け ば
、 ク ラ ッ ク の 起 点 と な る 最 も 上 層 に 配 置 さ れ た 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ の 熱 拡 散 性 を
高 め る こ と が 可 能 と な る 。 ク ラ ッ ク の 起 点 と な る の は 、 バ ス バ ー ３ と エ ポ キ シ 樹 脂 と の 界
面 で あ り 、 そ の よ う な 開 口 面 側 の 表 面 層 に 熱 伝 導 度 の 高 い 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ を
配 置 す る こ と は 、 熱 の 拡 散 性 が 向 上 し た こ と に よ る 熱 応 力 の 局 所 的 集 中 を 妨 げ る 効 果 が あ
り 、 ク ラ ッ ク 防 止 に 有 効 な 手 段 と な る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 本 発 明 に お い て 、 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ は 、 本 実 施 例 １ の 厚 み ３ ｍ ｍ （ 注 入 量 は
９ ０ ｇ ） に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 本 発 明 に お い て は 、 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ の
厚 み は １ ～ ５ ｍ ｍ が 好 適 で あ る 。 １ ｍ ｍ よ り 薄 い と 、 強 度 が 弱 く な り 、 熱 衝 撃 時 に ク ラ ッ
ク が 発 生 し や す く な る 。 ５ ｍ ｍ よ り も 厚 い と 、 粘 度 の 高 い 樹 脂 の 注 入 量 が 増 え る た め 、 注
入 時 間 が 長 く な り 生 産 性 が 低 下 す る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 こ の よ う な 樹 脂 に お い て 、 注 入 時 間 を 短 く す る た め に 注 型 機 の 単 位 時 間 当 り の 樹 脂 注 入
量 を 増 や し て い く と 、 樹 脂 粘 度 が 高 い た め 樹 脂 が ケ ー ス ８ 内 全 体 に 広 が る 前 に ケ ー ス ８ か
ら 溢 れ て し ま う と い っ た 事 態 が 生 じ る 。 粘 度 の 高 い 樹 脂 で も 、 １ ～ ５ ｍ ｍ の 厚 み 範 囲 に し
て お け ば 、 注 入 量 も 少 な い た め 、 注 入 速 度 が 遅 く て も 注 入 時 間 は 短 く て 済 み 生 産 性 に は 大
き な 影 響 を 与 え な い 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 さ ら に 、 一 旦 、 気 泡 の 発 生 し 易 い 箇 所 で あ る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ や バ ス バ ー ３ を
第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ６ で 真 空 注 入 し 硬 化 し て お け ば 、 そ の 上 に 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂
組 成 物 ７ を 大 気 中 で 注 入 し て も 気 泡 は 発 生 せ ず 、 外 観 不 良 は 生 じ 難 く な る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 本 実 施 例 １ に お い て 、 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ に 配 合 す る 無 機 充 填 剤 は シ リ カ を 用
い た が 、 本 発 明 は こ の 材 料 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 そ の 他 、 ア ル ミ ナ 、 酸 化 カ ル シ ウ
ム 、 水 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 窒 化 珪 素 、 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム な ど 絶 縁 性 の 無 機 材 料 な ら 良 い 。
本 実 施 例 １ で は 、 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ に は 、 球 状 の シ リ カ を 粘 度 低 減 の た め に 一
定 量 配 合 し た 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 上 記 の よ う に 無 機 充 填 剤 の 配 合 量 を 増 や す こ と に よ り 、 線 膨 張 係 数 が 小 さ く な り 、 第 ２
の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ 自 体 の 吸 水 率 も 低 下 す る 効 果 が あ る 。 実 際 、 実 施 例 １ に お い て は
、 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ６ と 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ の ２ ４ ｈ の 煮 沸 吸 水 率 は 、
０ ． ９ ％ と ０ ． ４ ％ で あ り 、 無 機 充 填 剤 の 多 い 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ の 方 が 吸 水 性
が 小 さ い 。 以 上 の こ と か ら 、 熱 衝 撃 時 に 樹 脂 ク ラ ッ ク を 防 止 で き 、 な お か つ 耐 湿 性 に 優 れ
た 信 頼 性 の 高 い フ ィ ル ム コ ン デ ン サ が 得 ら れ る 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 本 発 明 に お い て 、 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ に 分 散 さ せ て い る 撓 み 性 付 与 剤 は 、 本 実
施 例 １ に 記 載 の シ リ コ ー ン ゴ ム に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 室 温 よ り も 低 い ガ ラ
ス 転 移 温 度 を 有 し 、 弾 性 率 が エ ポ キ シ 樹 脂 よ り も 小 さ い エ ラ ス ト マ ー （ ゴ ム ） や 樹 脂 な ら
ば 効 果 を 発 揮 す る こ と は 言 う ま で も な い 。 好 ま し く は 、 １ ０ ０ ℃ 以 上 の 耐 熱 性 を 有 す る エ
ラ ス ト マ ー が 良 い 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 本 実 施 例 １ に お い て 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ を 覆 う バ ス バ ー ３ の 面 積 を 開 口 面 の 面
積 の ６ ０ ％ と し た が 、 本 発 明 は そ の 面 積 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 好 ま し く は 、 ５ ０ ％
以 上 が 良 い 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 開 口 面 側 で フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ を バ ス バ ー ３ で 覆 っ て お け ば 、 開 口 面 に 配 置 さ れ
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た 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ か ら 浸 入 し た 水 分 が バ ス バ ー ３ で 遮 ら れ る た め 直 接 フ ィ ル
ム コ ン デ ン サ 素 子 １ に 達 す る 時 間 を 遅 く す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 耐 湿 性 が 向 上 す る
こ と が こ れ ま で の 検 討 か ら わ か っ て い る 。 覆 う 面 積 が ５ ０ ％ 以 下 に な る と 、 ８ ５ ℃ ８ ５ ％
に お け る 通 電 試 験 時 の 耐 湿 性 が 悪 く な る の で 好 ま し く な い 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 ま た 、 バ ス バ ー ３ の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ を 覆 う 面 積 を ５ ０ ％ 以 上 大 き く し て お け
ば 、 リ プ ル 電 流 通 電 時 の 放 熱 性 が 向 上 し 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 発 熱 を 小 さ く で き る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 例 え ば 、 本 実 施 例 １ の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ に ７ ０ Ａ （ １ ０ ｋ Ｈ ｚ ） の リ プ ル 電 流 を 通 電
し た 場 合 、 端 子 部 ４ が 最 も 発 熱 す る 。 そ の 熱 が 樹 脂 内 に 配 置 さ れ た バ ス バ ー ３ か ら 電 極 部
２ を 伝 わ り フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ に 達 す る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 こ の よ う な 場 合 に 、 実 施 例 １ の よ う に フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ を 開 口 面 側 で 覆 う よ う
に バ ス バ ー ３ の 面 積 を 大 き く し て 配 置 す れ ば 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ 側 に 放 熱 し 易 く
な り 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ に 熱 ダ メ ー ジ を 与 え 難 く で き る 。 本 実 施 例 １ で 用 い た 第
１ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ６ お よ び 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ の 熱 伝 導 度 は 、 ０ ． ３ Ｗ ／
（ ｍ ・ Ｋ ） と ０ ． ７ ２ Ｗ ／ （ ｍ ・ Ｋ ） で あ っ た こ と か ら 、 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ の
方 に 放 熱 し 易 い 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 ま た 、 バ ス バ ー ３ の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ を 覆 う 面 積 を 広 く す る と 、 イ ン ダ ク タ ン
ス を 小 さ く で き る 。 イ ン ダ ク タ ン ス が 大 き く な る と 、 サ ー ジ 電 圧 が 大 き く な り 、 イ ン バ ー
タ シ ス テ ム に 用 い る 半 導 体 を 破 壊 さ せ る 可 能 性 が あ る た め 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の イ ン ダ
ク タ ン ス は 極 力 小 さ く し て お く 必 要 が あ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 こ れ ま で の 検 討 に お い て 、 イ ン ダ ク タ ン ス を 小 さ く す る た め に バ ス バ ー ３ の 面 積 を 大 き
く す る と 、 熱 衝 撃 時 に エ ポ キ シ 樹 脂 に ク ラ ッ ク が 入 り 易 く な る と い う 課 題 が あ っ た 。 本 発
明 者 ら は 、 バ ス バ ー ３ の 面 積 を 大 き く し 、 低 発 熱 で な お か つ 低 イ ン ダ ク タ ン ス 特 性 を 維 持
し な が ら 耐 熱 衝 撃 性 を 向 上 さ せ る た め に は 、 本 発 明 の よ う な エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 構 成 が
必 須 で あ る こ と を 見 出 し た 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 よ っ て 、 本 実 施 例 １ で 説 明 し た よ う な 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ は 、 低 発 熱 、 低 イ ン
ダ ク タ ン ス 、 耐 熱 衝 撃 性 、 耐 湿 性 、 生 産 性 に 優 れ た 構 成 で あ る と 言 え る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 本 実 施 例 １ に お け る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 注 型 作 業 性 、 完 成 品 １ ０ ０ 台 の 外 観 不 良 数 、
冷 熱 衝 撃 試 験 結 果 （ － ４ ０ ～ １ ０ ５ ℃ 、 １ ０ ０ ０ サ イ ク ル ） 、 高 温 高 湿 通 電 試 験 結 果 （ ８
５ ℃ 、 相 対 湿 度 ８ ５ ％ 、 Ｄ Ｃ ６ ０ ０ Ｖ 印 加 、 ２ ０ ０ ０ 時 間 ） を （ 表 １ ） に 示 す 。 静 電 容 量
変 化 率 は 静 電 容 量 の 変 化 量 を 初 期 静 電 容 量 で 除 し て 百 分 率 と し た も の で あ る 。 な お 、 （ 表
１ ） 中 の 熱 衝 撃 試 験 お よ び 高 温 高 湿 試 験 結 果 の 数 値 は 、 サ ン プ ル ５ 個 の 平 均 値 を 示 し た 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 な お 、 注 型 作 業 性 に つ い て は 、 樹 脂 回 り 込 み 時 間 が ９ ０ 秒 以 内 と な る 注 入 条 件 を み つ け
ら れ な い も の を 不 合 格 （ × ） と し た 。 ま た 、 完 成 品 の 外 観 に お い て 、 顕 著 な ひ け 、 気 泡 跡
、 半 田 フ ラ ッ ク ス の 浮 き が 見 ら れ た も の は 不 良 と し た 。 熱 衝 撃 や 高 温 高 湿 試 験 に お い て は
、 容 量 減 少 率 （ Δ Ｃ ／ Ｃ ） が － ５ ％ を 超 え る も の と 試 験 後 の ｔ ａ ｎ δ が ０ ． ６ ％ 以 上 に な
る も の と 試 験 中 に ク ラ ッ ク が 発 生 す る も の を 不 合 格 と し た 。
【 ０ １ ２ ７ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ２ ８ 】
　 （ 実 施 例 ２ ）
　 実 施 例 ２ で は 、 実 施 例 １ で 説 明 し た フ ィ ル ム コ ン デ ン サ と 基 本 的 な 構 成 並 び に 作 用 効 果
は 同 じ な の で 同 一 符 号 を 付 し て 詳 細 な 説 明 を 省 略 し 、 異 な る と こ ろ を 中 心 に 説 明 す る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 実 施 例 ２ で は 、 実 施 例 １ に お け る 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ の 線 膨 張 係 数 を ２ ２ ｐ ｐ
ｍ ／ Ｋ に し た こ と 以 外 は 同 じ に し た 。 実 施 例 ２ で は 、 実 施 例 １ よ り も 無 機 充 填 剤 の 量 を ７
５ 重 量 ％ と 増 や す こ と に よ っ て 線 膨 張 係 数 を 小 さ く し た 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 本 実 施 例 ２ に お け る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 注 型 作 業 性 、 完 成 品 １ ０ ０ 台 の 外 観 不 良 数 、
冷 熱 衝 撃 試 験 結 果 （ － ４ ０ ～ １ ０ ５ ℃ 、 １ ０ ０ ０ サ イ ク ル ） 、 高 温 高 湿 通 電 試 験 結 果 （ ８
５ ℃ 、 相 対 湿 度 ８ ５ ％ 、 Ｄ Ｃ ６ ０ ０ Ｖ 印 加 、 ２ ０ ０ ０ 時 間 ） を （ 表 １ ） に 示 す 。 静 電 容 量
変 化 率 は 静 電 容 量 の 変 化 量 を 初 期 静 電 容 量 で 除 し て 百 分 率 と し た も の で あ る 。 な お 、 （ 表
１ ） 中 の 熱 衝 撃 試 験 お よ び 高 温 高 湿 試 験 結 果 の 数 値 は 、 サ ン プ ル ５ 個 の 平 均 値 を 示 し た 。
ま た 、 各 種 試 験 の 判 定 基 準 は 、 実 施 例 １ と 同 じ と し た 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 （ 実 施 例 ３ ）
　 実 施 例 ３ で は 、 実 施 例 １ お よ び ２ で 説 明 し た フ ィ ル ム コ ン デ ン サ と 基 本 的 な 構 成 並 び に
作 用 効 果 は 同 じ な の で 同 一 符 号 を 付 し て 詳 細 な 説 明 を 省 略 し 、 異 な る と こ ろ を 中 心 に 説 明
す る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
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　 実 施 例 ３ で は 、 実 施 例 １ に お け る 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ６ の 線 膨 張 係 数 を ３ ２ ｐ ｐ
ｍ ／ Ｋ に し た こ と 以 外 は 同 じ に し た 。 実 施 例 ３ で は 、 実 施 例 １ よ り も 無 機 充 填 剤 の 量 を ４
８ 重 量 ％ と 減 ら す こ と に よ っ て 線 膨 張 係 数 を 大 き く し た 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 本 実 施 例 ３ に お け る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 注 型 作 業 性 、 完 成 品 １ ０ ０ 台 の 外 観 不 良 数 、
冷 熱 衝 撃 試 験 結 果 （ － ４ ０ ～ １ ０ ５ ℃ 、 １ ０ ０ ０ サ イ ク ル ） 、 高 温 高 湿 通 電 試 験 結 果 （ ８
５ ℃ 、 相 対 湿 度 ８ ５ ％ 、 Ｄ Ｃ ６ ０ ０ Ｖ 印 加 、 ２ ０ ０ ０ 時 間 ） を （ 表 １ ） に 示 す 。 静 電 容 量
変 化 率 は 静 電 容 量 の 変 化 量 を 初 期 静 電 容 量 で 除 し て 百 分 率 と し た も の で あ る 。 な お 、 （ 表
１ ） 中 の 熱 衝 撃 試 験 お よ び 高 温 高 湿 試 験 結 果 の 数 値 は 、 サ ン プ ル ５ 個 の 平 均 値 を 示 し た 。
ま た 、 各 種 試 験 の 判 定 基 準 は 、 実 施 例 １ と 同 じ と し た 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 （ 実 施 例 ４ ）
　 実 施 例 ４ で は 、 実 施 例 １ で 説 明 し た フ ィ ル ム コ ン デ ン サ と 基 本 的 な 構 成 並 び に 作 用 効 果
は 同 じ な の で 同 一 符 号 を 付 し て 詳 細 な 説 明 を 省 略 し 、 異 な る と こ ろ を 中 心 に 説 明 す る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 実 施 例 ４ で は 、 実 施 例 １ に お け る 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ７ の 厚 み を １ ｍ ｍ に し た こ
と 以 外 は 、 実 施 例 １ と 同 様 と し た 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 本 実 施 例 ４ に お け る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 注 型 作 業 性 、 完 成 品 １ ０ ０ 台 の 外 観 不 良 数 、
冷 熱 衝 撃 試 験 結 果 （ － ４ ０ ～ １ ０ ５ ℃ 、 １ ０ ０ ０ サ イ ク ル ） 、 高 温 高 湿 通 電 試 験 結 果 （ ８
５ ℃ 、 相 対 湿 度 ８ ５ ％ 、 Ｄ Ｃ ６ ０ ０ Ｖ 印 加 、 ２ ０ ０ ０ 時 間 ） を （ 表 １ ） に 示 す 。 静 電 容 量
変 化 率 は 静 電 容 量 の 変 化 量 を 初 期 静 電 容 量 で 除 し て 百 分 率 と し た も の で あ る 。 な お 、 （ 表
１ ） 中 の 熱 衝 撃 試 験 お よ び 高 温 高 湿 試 験 結 果 の 数 値 は 、 サ ン プ ル ５ 個 の 平 均 値 を 示 し た 。
ま た 、 各 種 試 験 の 判 定 基 準 は 、 実 施 例 １ と 同 じ と し た 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 （ 実 施 例 ５ ）
　 実 施 例 ５ で は 、 実 施 例 １ で 説 明 し た フ ィ ル ム コ ン デ ン サ と 基 本 的 な 構 成 並 び に 作 用 効 果
は 同 じ な の で 同 一 符 号 を 付 し て 詳 細 な 説 明 を 省 略 し 、 異 な る と こ ろ を 中 心 に 説 明 す る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 実 施 例 ５ で は 、 実 施 例 １ に お い て 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ を 覆 う バ ス バ ー ３ の 面 積
を ５ ０ ％ と 減 少 さ せ た こ と 以 外 は 実 施 例 １ と 同 じ と し た 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 本 実 施 例 ５ に お け る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 注 型 作 業 性 、 完 成 品 １ ０ ０ 台 の 外 観 不 良 数 、
冷 熱 衝 撃 試 験 結 果 （ － ４ ０ ～ １ ０ ５ ℃ 、 １ ０ ０ ０ サ イ ク ル ） 、 高 温 高 湿 通 電 試 験 結 果 （ ８
５ ℃ 、 相 対 湿 度 ８ ５ ％ 、 Ｄ Ｃ ６ ０ ０ Ｖ 印 加 、 ２ ０ ０ ０ 時 間 ） を （ 表 １ ） に 示 す 。 静 電 容 量
変 化 率 は 静 電 容 量 の 変 化 量 を 初 期 静 電 容 量 で 除 し て 百 分 率 と し た も の で あ る 。 な お 、 （ 表
１ ） 中 の 熱 衝 撃 試 験 お よ び 高 温 高 湿 試 験 結 果 の 数 値 は 、 サ ン プ ル ５ 個 の 平 均 値 を 示 し た 。
ま た 、 各 種 試 験 の 判 定 基 準 は 、 実 施 例 １ と 同 じ と し た 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 （ 実 施 例 ６ ）
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 ６ に お け る 構 成 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 図 ６ は 本 実 施 例 ６ で 説 明 す る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 実 施 例 ６ で は 、 実 施 例 １ で 示 し た 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 ６ と 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組
成 物 ７ の 間 に 第 ３ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 １ １ 層 を 配 置 し た こ と 以 外 は 実 施 例 １ と 同 じ と し
た 。 そ の た め 、 実 施 例 ６ で 実 施 例 １ と 同 じ と こ ろ は 、 実 施 例 １ と 同 一 符 号 を 付 し た 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 第 ３ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 １ １ の 線 膨 張 係 数 は 、 ２ ９ ｐ ｐ ｍ ／ Ｋ で あ っ た 。
【 ０ １ ４ ４ 】
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　 本 実 施 例 ６ に お け る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 注 型 作 業 性 、 完 成 品 １ ０ ０ 台 の 外 観 不 良 数 、
冷 熱 衝 撃 試 験 結 果 （ － ４ ０ ～ １ ０ ５ ℃ 、 １ ０ ０ ０ サ イ ク ル ） 、 高 温 高 湿 通 電 試 験 結 果 （ ８
５ ℃ 、 相 対 湿 度 ８ ５ ％ 、 Ｄ Ｃ ６ ０ ０ Ｖ 印 加 、 ２ ０ ０ ０ 時 間 ） を （ 表 １ ） に 示 す 。 静 電 容 量
変 化 率 は 静 電 容 量 の 変 化 量 を 初 期 静 電 容 量 で 除 し て 百 分 率 と し た も の で あ る 。 な お 、 （ 表
１ ） 中 の 熱 衝 撃 試 験 お よ び 高 温 高 湿 試 験 結 果 の 数 値 は 、 サ ン プ ル ５ 個 の 平 均 値 を 示 し た 。
ま た 、 各 種 試 験 の 判 定 基 準 は 、 実 施 例 １ と 同 じ と し た 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 本 発 明 は 、 ２ 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 構 造 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 実 施 例 ６ の よ う に ３
層 や そ れ 以 上 の 層 が あ っ て も 、 最 上 層 の エ ポ キ シ 樹 脂 の 線 膨 張 係 数 を 小 さ く し て お け ば 耐
熱 衝 撃 性 、 耐 湿 性 に 効 果 が で る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 （ 比 較 例 １ ）
　 本 比 較 例 １ で は 、 実 施 例 １ に お い て 、 エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 を １ 種 類 の み 注 型 し 、 用 い る
エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 線 膨 張 係 数 を ３ ５ ｐ ｐ ｍ ／ Ｋ と し た こ と 以 外 は 実 施 例 １ と 同 じ と し
た 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 比 較 例 １ に お け る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 注 型 作 業 性 、 完 成 品 １ ０ ０ 台 の 外 観 不 良 数 、 冷
熱 衝 撃 試 験 結 果 （ － ４ ０ ～ １ ０ ５ ℃ 、 １ ０ ０ ０ サ イ ク ル ） 、 高 温 高 湿 通 電 試 験 結 果 （ ８ ５
℃ 、 相 対 湿 度 ８ ５ ％ 、 Ｄ Ｃ ６ ０ ０ Ｖ 印 加 、 ２ ０ ０ ０ 時 間 ） を （ 表 １ ） に 示 す 。 静 電 容 量 変
化 率 は 静 電 容 量 の 変 化 量 を 初 期 静 電 容 量 で 除 し て 百 分 率 と し た も の で あ る 。 な お 、 （ 表 １
） 中 の 熱 衝 撃 試 験 お よ び 高 温 高 湿 試 験 結 果 の 数 値 は 、 サ ン プ ル ５ 個 の 平 均 値 を 示 し た 。 ま
た 、 各 種 試 験 の 判 定 基 準 は 、 実 施 例 １ と 同 じ と し た 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 比 較 例 １ で は 、 樹 脂 注 入 の 作 業 性 は 良 い が 、 １ 回 注 入 の た め 完 成 品 の 外 観 で 半 田 フ ラ ッ
ク ス の 浮 き や 大 き な ひ け が 見 ら れ る 不 良 品 が １ ０ ０ 台 中 ５ 台 で き た 。 ま た 、 ク ラ ッ ク の 起
点 と な る 樹 脂 表 面 層 に 線 膨 張 係 数 が ３ ０ ｐ ｐ ｍ ／ Ｋ を 超 え る も の を 用 い た た め 、 熱 衝 撃 試
験 で は 全 て 端 子 部 ４ と エ ポ キ シ 樹 脂 層 の 界 面 か ら ク ラ ッ ク が 生 じ た 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 （ 比 較 例 ２ ）
　 比 較 例 ２ で は 、 実 施 例 １ に お い て 、 エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 を １ 種 類 の み 注 型 し 、 用 い る エ
ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 線 膨 張 係 数 を ２ ５ ｐ ｐ ｍ ／ Ｋ と し た こ と 以 外 は 実 施 例 １ と 同 じ と し た
。 比 較 例 ２ に お い て は 、 粘 度 が ６ ０ ℃ で １ ２ ０ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ の 樹 脂 を １ 回 注 入 し た 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 比 較 例 ２ に お け る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 注 型 作 業 性 、 完 成 品 １ ０ ０ 台 の 外 観 不 良 数 、 冷
熱 衝 撃 試 験 結 果 （ － ４ ０ ～ １ ０ ５ ℃ 、 １ ０ ０ ０ サ イ ク ル ） 、 高 温 高 湿 通 電 試 験 結 果 （ ８ ５
℃ 、 相 対 湿 度 ８ ５ ％ 、 Ｄ Ｃ ６ ０ ０ Ｖ 印 加 、 ２ ０ ０ ０ 時 間 ） を （ 表 １ ） に 示 す 。 静 電 容 量 変
化 率 は 静 電 容 量 の 変 化 量 を 初 期 静 電 容 量 で 除 し て 百 分 率 と し た も の で あ る 。 な お 、 （ 表 １
） 中 の 熱 衝 撃 試 験 お よ び 高 温 高 湿 試 験 結 果 の 数 値 は 、 サ ン プ ル ５ 個 の 平 均 値 を 示 し た 。 ま
た 、 各 種 試 験 の 判 定 基 準 は 、 実 施 例 １ と 同 じ と し た 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 比 較 例 ２ で は 、 粘 度 が 高 い エ ポ キ シ 樹 脂 を 用 い た た め 、 注 入 時 間 が 実 施 例 １ の 約 ４ 倍 か
か り 、 作 業 性 に 課 題 が あ っ た 。 こ の 樹 脂 は 、 注 入 時 間 を 短 く す る た め 注 入 速 度 を 増 す と ケ
ー ス か ら 溢 れ た 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 ま た 、 １ 回 注 型 で あ る た め 、 気 泡 跡 発 生 、 ひ け 、 半 田 フ ラ ッ ク ス の 浮 き な ど の 外 観 不 良
が １ ５ 台 発 生 し た 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 ま た 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 １ を 被 覆 す る エ ポ キ シ 樹 脂 の 線 膨 張 係 数 が ２ ５ ｐ ｐ ｍ ／
Ｋ で あ る た め 、 熱 衝 撃 試 験 後 の ｔ ａ ｎ δ が ０ ． ６ ％ を 超 え た 。
【 ０ １ ５ ４ 】
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　 （ 比 較 例 ３ ）
　 比 較 例 ３ で は 、 実 施 例 １ に お い て 、 第 １ お よ び 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 代 わ り に 線
膨 張 係 数 が ２ ０ ０ ｐ ｐ ｍ ／ Ｋ の ウ レ タ ン 樹 脂 を １ 回 注 入 で 用 い た 以 外 は 実 施 例 １ と 同 じ と
し た 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 比 較 例 ３ に お け る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 注 型 作 業 性 、 完 成 品 １ ０ ０ 台 の 外 観 不 良 数 、 冷
熱 衝 撃 試 験 結 果 （ － ４ ０ ～ １ ０ ５ ℃ 、 １ ０ ０ ０ サ イ ク ル ） 、 高 温 高 湿 通 電 試 験 結 果 （ ８ ５
℃ 、 相 対 湿 度 ８ ５ ％ 、 Ｄ Ｃ ６ ０ ０ Ｖ 印 加 、 ２ ０ ０ ０ 時 間 ） を （ 表 １ ） に 示 す 。 静 電 容 量 変
化 率 は 静 電 容 量 の 変 化 量 を 初 期 静 電 容 量 で 除 し て 百 分 率 と し た も の で あ る 。 な お 、 （ 表 １
） 中 の 熱 衝 撃 試 験 お よ び 高 温 高 湿 試 験 結 果 の 数 値 は 、 サ ン プ ル ５ 個 の 平 均 値 を 示 し た 。 ま
た 、 各 種 試 験 の 判 定 基 準 は 、 実 施 例 １ と 同 じ と し た 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 比 較 例 ３ で は 、 粘 度 の 低 い ウ レ タ ン 樹 脂 を 用 い た た め 作 業 性 は 良 好 で あ っ た 。 し か し 、
１ 回 注 入 で あ る た め 、 外 観 不 良 が ３ 台 生 じ た 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 ま た 、 熱 衝 撃 で は 、 ク ラ ッ ク は 発 生 し な い が 、 ｔ ａ ｎ δ が 大 き く な る と い う 結 果 と な っ
た 。 ウ レ タ ン は 柔 ら か い た め 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 の 熱 膨 張 ・ 収 縮 を 抑 制 す る 効 果 が
な く 、 特 性 劣 化 を 起 こ し 易 い 。 素 子 を 被 覆 す る 樹 脂 に は 、 適 度 に フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子
の 膨 張 収 縮 を 抑 制 す る 機 能 が 必 要 で あ る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 ウ レ タ ン は 、 エ ポ キ シ よ り も 吸 水 性 が 高 い た め 、 高 温 ・ 高 湿 通 電 試 験 で は 容 量 減 少 が 大
き い こ と が 顕 著 に わ か る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 （ 比 較 例 ４ ）
　 比 較 例 ４ で は 、 実 施 例 １ に お い て 、 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 代 わ り に 線 膨 張 係 数 ３
９ ｐ ｐ ｍ ／ Ｋ で 、 熱 伝 導 率 が ０ ． ２ ９ Ｗ ／ （ ｍ ・ Ｋ ） で あ る エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 を 用 い た
こ と 以 外 は 実 施 例 １ と 同 じ と し た 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 比 較 例 ４ に お け る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 注 型 作 業 性 、 完 成 品 １ ０ ０ 台 の 外 観 不 良 数 、 冷
熱 衝 撃 試 験 結 果 （ － ４ ０ ～ １ ０ ５ ℃ 、 １ ０ ０ ０ サ イ ク ル ） 、 高 温 高 湿 通 電 試 験 結 果 （ ８ ５
℃ 、 相 対 湿 度 ８ ５ ％ 、 Ｄ Ｃ ６ ０ ０ Ｖ 印 加 、 ２ ０ ０ ０ 時 間 ） を （ 表 １ ） に 示 す 。 静 電 容 量 変
化 率 は 静 電 容 量 の 変 化 量 を 初 期 静 電 容 量 で 除 し て 百 分 率 と し た も の で あ る 。 な お 、 （ 表 １
） 中 の 熱 衝 撃 試 験 お よ び 高 温 高 湿 試 験 結 果 の 数 値 は 、 サ ン プ ル ５ 個 の 平 均 値 を 示 し た 。 ま
た 、 各 種 試 験 の 判 定 基 準 は 、 実 施 例 １ と 同 じ と し た 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 比 較 例 ４ で は 、 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 材 料 と し て 、 線 膨 張 係 数 が ３ ０ ｐ ｐ ｍ ／ Ｋ
以 上 で 熱 伝 導 率 が 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 よ り も 小 さ い も の を 選 択 し た た め 、 熱 衝 撃 試 験 で 全
て ク ラ ッ ク が 発 生 し た 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 （ 比 較 例 ５ ）
　 比 較 例 ５ で は 、 実 施 例 １ に お い て 、 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 代 わ り に ６ ０ ℃ の 粘 度
が ２ ０ ０ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ で 硬 化 物 の 膨 張 係 数 が ２ ０ ｐ ｐ ｍ ／ Ｋ で あ る エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物
を 用 い た こ と 以 外 は 実 施 例 １ と 同 じ と し た 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 比 較 例 ５ に お け る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 注 型 作 業 性 、 完 成 品 １ ０ ０ 台 の 外 観 不 良 数 、 冷
熱 衝 撃 試 験 結 果 （ － ４ ０ ～ １ ０ ５ ℃ 、 １ ０ ０ ０ サ イ ク ル ） 、 高 温 高 湿 通 電 試 験 結 果 （ ８ ５
℃ 、 相 対 湿 度 ８ ５ ％ 、 Ｄ Ｃ ６ ０ ０ Ｖ 印 加 、 ２ ０ ０ ０ 時 間 ） を （ 表 １ ） に 示 す 。 静 電 容 量 変
化 率 は 静 電 容 量 の 変 化 量 を 初 期 静 電 容 量 で 除 し て 百 分 率 と し た も の で あ る 。 な お 、 （ 表 １
） 中 の 熱 衝 撃 試 験 お よ び 高 温 高 湿 試 験 結 果 の 数 値 は 、 サ ン プ ル ５ 個 の 平 均 値 を 示 し た 。 ま
た 、 各 種 試 験 の 判 定 基 準 は 、 実 施 例 １ と 同 じ と し た 。
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【 ０ １ ６ ４ 】
　 比 較 例 ５ で は 、 粘 度 の 高 い エ ポ キ シ 樹 脂 を 用 い た た め 、 作 業 性 は 不 合 格 で あ っ た 。 ま た
、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 を 被 覆 す る 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 の 線 膨 張 係 数 が ３ ０ ｐ ｐ ｍ ／ Ｋ
以 下 で あ る た め 、 熱 衝 撃 試 験 時 に ｔ ａ ｎ δ が ０ ． ６ ％ 以 上 に 上 が っ た 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 （ 比 較 例 ６ ）
　 比 較 例 ６ で は 、 実 施 例 １ に お い て 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 を 覆 う バ ス バ ー 部 の 面 積 を
３ ０ ％ と 減 少 さ せ た こ と 以 外 は 実 施 例 １ と 同 じ と し た 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 比 較 例 ６ で は 、 バ ス バ ー 面 積 を 小 さ く し た こ と に よ っ て 、 実 施 例 １ よ り も リ プ ル 電 流 通
電 時 の 発 熱 が ５ Ｋ 大 き く な り 、 イ ン ダ ク タ ン ス が １ ５ ｎ Ｈ 増 大 し た 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 比 較 例 ６ に お け る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 注 型 作 業 性 、 完 成 品 １ ０ ０ 台 の 外 観 不 良 数 、 冷
熱 衝 撃 試 験 結 果 （ － ４ ０ ～ １ ０ ５ ℃ 、 １ ０ ０ ０ サ イ ク ル ） 、 高 温 高 湿 通 電 試 験 結 果 （ ８ ５
℃ 、 相 対 湿 度 ８ ５ ％ 、 Ｄ Ｃ ６ ０ ０ Ｖ 印 加 、 ２ ０ ０ ０ 時 間 ） を （ 表 １ ） に 示 す 。 静 電 容 量 変
化 率 は 静 電 容 量 の 変 化 量 を 初 期 静 電 容 量 で 除 し て 百 分 率 と し た も の で あ る 。 な お 、 （ 表 １
） 中 の 熱 衝 撃 試 験 お よ び 高 温 高 湿 試 験 結 果 の 数 値 は 、 サ ン プ ル ５ 個 の 平 均 値 を 示 し た 。 ま
た 、 各 種 試 験 の 判 定 基 準 は 、 実 施 例 １ と 同 じ と し た 。
【 ０ １ ６ ８ 】
　 比 較 例 ６ で は 、 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 を 覆 う バ ス バ ー 部 の 面 積 が ５ ０ ％ 以 下 と な っ た
た め 、 高 温 ・ 高 湿 通 電 試 験 で 容 量 減 少 率 が － ５ ％ を 超 え た 。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 （ 比 較 例 ７ ）
　 比 較 例 ７ で は 、 実 施 例 １ に お い て 、 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 厚 み を ０ ． ５ ｍ ｍ に し
た こ と 以 外 は 、 実 施 例 １ と 同 じ と し た 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 比 較 例 ７ に お け る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 注 型 作 業 性 、 完 成 品 １ ０ ０ 台 の 外 観 不 良 数 、 冷
熱 衝 撃 試 験 結 果 （ － ４ ０ ～ １ ０ ５ ℃ 、 １ ０ ０ ０ サ イ ク ル ） 、 高 温 高 湿 通 電 試 験 結 果 （ ８ ５
℃ 、 相 対 湿 度 ８ ５ ％ 、 Ｄ Ｃ ６ ０ ０ Ｖ 印 加 、 ２ ０ ０ ０ 時 間 ） を （ 表 １ ） に 示 す 。 静 電 容 量 変
化 率 は 静 電 容 量 の 変 化 量 を 初 期 静 電 容 量 で 除 し て 百 分 率 と し た も の で あ る 。 な お 、 （ 表 １
） 中 の 熱 衝 撃 試 験 お よ び 高 温 高 湿 試 験 結 果 の 数 値 は 、 サ ン プ ル ５ 個 の 平 均 値 を 示 し た 。 ま
た 、 各 種 試 験 の 判 定 基 準 は 、 実 施 例 １ と 同 じ と し た 。
【 ０ １ ７ １ 】
　 比 較 例 ７ で は 、 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 の 厚 み を １ ｍ ｍ 以 下 と し た こ と か ら 、 熱 衝 撃
試 験 で ５ 台 中 ２ 台 微 細 な ク ラ ッ ク が 生 じ た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ １ ７ ２ 】
　 本 発 明 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ は 、 広 幅 バ ス バ ー 採 用 に よ り 低 発 熱 特 性 、 低 イ ン ダ ク タ ン
ス 特 性 を 維 持 し つ つ 、 耐 熱 衝 撃 性 、 耐 湿 性 が 優 れ る と い う 効 果 を 有 し 、 車 載 用 の イ ン バ ー
タ シ ス テ ム に 用 い ら れ る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ７ ３ 】
【 図 １ 】 （ ａ ） は 本 発 明 の 実 施 例 １ に お け る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の メ タ リ コ ン 電 極 方 向 か
ら 見 た 断 面 図 、 （ ｂ ） は 本 発 明 の 実 施 例 １ に お け る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の メ タ リ コ ン 電 極
の 垂 直 方 向 か ら 見 た 断 面 図
【 図 ２ 】 同 実 施 例 １ に お け る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 と バ ス バ ー の 斜 視 図
【 図 ３ 】 同 実 施 例 １ に お け る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 と バ ス バ ー を 真 上 か ら 見 た 説 明 図
【 図 ４ 】 同 実 施 例 １ に お け る 扁 平 型 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子 の 形 状 を 説 明 す る 斜 視 図
【 図 ５ 】 同 実 施 例 １ に お け る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 製 造 方 法 を 示 す 説 明 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 ６ に お け る フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の メ タ リ コ ン 電 極 方 向 か ら 見 た 断
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面 図
【 図 ７ 】 従 来 例 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ７ ４ 】
　 １ 　 フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子
　 ２ 　 電 極 部
　 ３ 　 バ ス バ ー （ 金 属 端 子 ）
　 ４ 　 バ ス バ ー の 端 子 部
　 ５ 　 半 田
　 ６ 　 第 １ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物
　 ７ 　 第 ２ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物
　 ８ 　 ケ ー ス
　 ９ 　 穴
　 １ ０ 　 巻 芯 か ら 抜 い て 得 ら れ た 円 筒 型 の フ ィ ル ム コ ン デ ン サ 素 子
　 １ １ 　 第 ３ の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

(21) JP 2006-147687 A 2006.6.8



【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(22) JP 2006-147687 A 2006.6.8



フロントページの続き

(72)発明者  三浦　寿久
            大阪府門真市大字門真１００６番地　松下電子部品株式会社内
(72)発明者  冨田　誠
            大阪府門真市大字門真１００６番地　松下電子部品株式会社内
(72)発明者  塩田　浩平
            大阪府門真市大字門真１００６番地　松下電子部品株式会社内
Ｆターム(参考) 5E082 AA11  AB04  BB01  BB10  BC23  BC40  EE07  EE24  EE37  FF05 
　　　　 　　        FG06  FG35  FG42  GG08  GG11  GG27  HH03  HH12  HH30  HH48 
　　　　 　　        HH51  JJ04  JJ15  JJ22  KK02  PP10 

(23) JP 2006-147687 A 2006.6.8


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

